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言 語 モデ リング は 自然 言語 処理 の基礎 研 究 で あ り幅広 く多 くの技 術 に応用 されて

い る．言語 モデル の最 も重要 な役 割 は 自然言語 の文の確率 を推定 す るこ とで ある．文

の確 率 を推 定 す るた め， ほ とん どの言語 モ デ リング に関す る先 行研 究 はn－gramに

基づ く手法 を用 いて る． しか し，n－gram言 語 モデル の仮説 はロバス ト性 が不 足 して

お り，デ ー タスパ ース ネス の問題 が深 刻で あ る．た とえ大規模 コーパス お よびMKN

の よ うな高性 能 なスム ージ ング手 法 を用 いて も，3－gramに 基 づい たもので あって も，

言語 モデル の性 能 に大 きな悪影響 を与 えてい る． 本論文 で は，認 知文法 （Cogni七ive

Grammar） 構 造 の基 本概 念 に基 づ き，階層 的 語 序列 （HierarchicalWordSequence，

HWS） 構造 を提案 す る．この構造 に基づ き，色 々な仮説 を用い ，特 定の 言語 知識 に依

存せ ず，完全 に教 師な しで語序 列 を再 配列 す る こ とが可能 であ る．更 に， このHWS

構造 を構 築 す るため ，「仮説 指 向」，「NST指 向」，「ニ ュー ラルネ ッ トワー ク指 向」の

三 つの異 な る手 法 を提 案す る．n－gram言 語 モ デル が文 の左 側 か ら右側 へ確率 を推 定

す るの に比 べ て，HWSは よ り柔 軟 的 な策 略 を用 い る． 評価 と して再 配 列 した語

序 列 と伝統 的 なn－gram語 序 列 を直 接実 験 と間接 実験 で比 較 した結 果 ，提案 モ デル

の方 は よ り高 い性能 が得 られ， デ ー タスパ ース ネス問題 を軽 減 す る と同時 に，機械

翻 訳 な ど自然 言語処 理応 用 にも さ らな る精度 をもた らす こ とがわ か った． これ に よ

り，HWSがn－gram言 語 モ デル の代 用 にな る こ とを示 す こ とがで きた ．



氏 名 呉 暁 一

（論文審査結果 の要 旨）

平成28年10月31日 に開催 した公聴会の結果 を参考に平成29年5月29日 に本博

士論文の審査 を行った．以下の とお り，本博士論文は，提案者が独立した研究者 とし

て，研究活動を続 けてい くための十分な素養 を備 えていることを示すもの と認め る．

呉 暁一は，本博士論文 において，従来のn－gramに 基づ く言語モデルを凌 ぐ階層

的な言語モデルを提案 した．本博士論文の貢献は次 のようにまとめることができる．

1． ラネ カ ー の認知 文 法 で提 案 された構 文 スキ ーマ に基 づ く階 層構 造 を大 規模 の

言 語 デー タか ら自動 的 に構 築 す る手法 を提案 し，従 来 のn－gramに 基 づ く言語

モデル に比べ て，デー タに対 す る被覆 率 やパー プ レクシ ティにおいて優 れて い

る こ とを示 した ．

2．階層的な言語モデル として，三つの異なるモデルを提案 し，その性質 と性能 に

ついて評価 を行った．すべてのモデルは未解析の大規模な言語データの存在だ

けを仮定 してお り，自動的にモデルを学習することがで きる．また，従来手法

との比較実験 を行い，提案手法の優位性 を示 した．

3．提案モデルの応用面での性能を評価す るため，統計的機械翻訳の言語モデル と

して利用 した実験 を行い，n－gramに 基づ く手法に比べてわずかではあるがそ

の優位性 を示 した．

階層構造 を持つ複数 の新 しい言語モデルを提案 し，その優位性 を示 したた本研究

は，独創性が高 く， しかも実用的であ り， 自然言語処理の分野 において高い貢献が

あると評価する．

よって，本論文は，博士 （工学）の学位論文 として価値 あるもの と認める．


